
里
山
を
美
し
く

江
津
の
美
し
い
景
色
の
一
つ
、里
山
。

里
山
の
美
し
さ
は
、

江
津
を
訪
れ
た
都
会
の
若
者
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

10
月
に
、都
会
の
若
者
た
ち
に
よ
る

集
ま
り
が
金
田
町
で
あ
り
ま
す
。

若
者
の
熱
意
に
地
元
の
皆
さ
ん
も
共
感
。

草
刈
り
機
を
使
っ
て
、会
場
周
辺
を
整
備
し
ま
し
た
。

（
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

消
え
て
た
ま
る
か

特  集
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元気！勇気！感動！ごうつ

江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

９
月
15
日
に
菰
沢
公
園
で
開
か
れ
た

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」。

未
来
の
江
津
へ
の
思
い
を
書
き
込
ん
だ

段
ボ
ー
ル
製
の
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
水
面
を
進
み
ま
し
た
。

江
津
の
未
来
を
担
う
の
は
子
ど
も
た
ち
。

と
こ
ろ
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」と
い
う

未
来
を
揺
る
が
す
よ
う
な
言
葉
が

波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。



10 月号

２ 特  集

消えてたまるか

16 健康＆すくすく

18 言葉の「くすり」

19 広報担当のカメラから

20 市政のお知らせ
　母子父子寡婦福祉資金
　不妊治療
　子育て支援
　就学前健康診断　防災
　景観・屋外広告物　高規格道路

23 図書館においでよ！

24 情報ポケット
　お知らせ
　制度・相談
　募集
　催し
　くらしの広場

30 小夏の日本イロハ感想記

年金だより

31 ごうつカレンダー

32 G-MEN  江津の元気な頑張る人たち

消
え
て

た
ま
る
か

江津市と桜江町が合併して、10 月１日でちょうど 10 年がたちました。
そして、1954 年４月に江津市が誕生して、ことしで 60 年。
60 年は、人の生涯でいえば「還暦」。
この町は、大きな区切りを迎えました。
日々の積み重ねが歴史になり、日々の先にあるのが未来。
ところが、その未来を揺るがす「消滅可能性都市」の警鐘。
未来の江津に何が起ころうとしているのでしょうか。
私たちが未来のために今すべきことは何でしょうか。

（写真）昭和 31 年８月、江津市に編入した有福温泉地区の祝賀式典
　　　  たくさんの人で埋まる旅館街

特  集
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江津市が将来消滅する
かもしれないって
ニュースで聞いたのですが
本当ですか？

日本創成会議が
将来の人口予測により
「消滅の可能性がある」と
公表しているのは事実です

日本創成会議による将来推計人口（島根県分）

市町村 2010 年
人口

2040 年
人口 減少率

2010 年
20 ～ 39 歳

女性

2040 年
20 ～ 39 歳

女性
減少率

松江市 208,613 163,474 -21.6% 23,588 13,232 -43.9%
浜田市 61,713 38,685 -37.3% 5,766 2,758 -52.2%
出雲市 171,485 133,354 -22.2% 18,820 12,288 -34.7%
益田市 50,015 30,728 -38.6% 4,492 2,042 -54.5%
大田市 37,996 21,532 -43.3% 3,159 1,254 -60.3%
安来市 41,836 26,944 -35.6% 3,981 1,950 -51.0%
江津市 25,697 14,001 -45.5% 2,256 965 -57.2%
雲南市 41,917 25,793 -38.5% 3,681 1,707 -53.6%
奥出雲町 14,456 7,382 -48.9% 1,030 314 -69.5%
飯南町 5,534 2,976 -46.2% 361 184 -48.9%
川本町 3,900 1,917 -50.8% 267 108 -59.6%
美郷町 5,351 2,440 -54.4% 330 134 -59.4%
邑南町 11,959 6,781 -43.3% 801 334 -58.4%
津和野町 8,427 3,451 -59.1% 536 121 -77.5%
吉賀町 6,810 3,669 -46.1% 460 156 -66.1%
海士町 2,374 1,294 -45.5% 145 52 -64.3%
西ノ島町 3,136 1,545 -50.7% 209 54 -74.3%
知夫村 657 337 -48.8% 27 13 -51.8%
隠岐の島町 15,521 8,040 -48.2% 1,190 383 -67.8%
合計 717,397 494,343 -31.1% 71,099 38,049 -46.5%

日
本
創
成
会
議
の
人
口
予
測
、

全
国
を
揺
さ
ぶ
る

　

こ
と
し
５
月
に
公
表
さ
れ
た
一
つ
の

デ
ー
タ
が
、全
国
の
自
治
体
を
揺
さ
ぶ
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、民
間
有
識
者
で
つ

く
る
「
日
本
創
成
会
議
」（
座
長
・
増
田

寛
也
元
総
務
相
）に
よ
る
市
区
町
村
別
将

来
推
計
人
口
。
２
０
４
０
年
時
点
で
の

人
口
を
全
国
１
８
０
０
の
市
区
町
村
別

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、全

体
の
49
・
８
％
で
あ
る
８
９
６
市
町
村

が
「
将
来
的
に
は
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ

る
」と
い
う
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

着
目
し
た
の
は

若
年
女
性
の
減
少
率

　

同
会
議
は
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
推
計
値
を
基
に
し
な
が
ら
、

地
方
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
今
後

も
続
く
と
仮
定
し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
計
で
同
会
議
が
着
目
し
た
の

は
、若
年
女
性
（
20
～
39
歳
）の
減
少
率

で
す
。
現
在
、出
産
の
95
％
を
占
め
る
こ

の
年
代
の
女
性
た
ち
が
減
少
し
続
け
る

こ
と
は
、人
口
の
「
再
生
産
力
」が
低
下

し
続
け
、総
人
口
の
低
下
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
関
係
に
あ
る
と
分
析
。
そ
の

日本創成会議
　民間の立場から日本全体の将来像を描いて
戦略を作るため、学識経験者らにより 2011 年
５月に発足。座長は増田寛也元総務相。こと
し５月に若年女性（20 ～ 39 歳）の減少率に着
目した将来推計人口を発表した。

上
で
、２
０
４
０
年
時
点
で
若
年
女
性
が

２
０
１
０
年
と
比
べ
て
50
％
以
上
減
少

す
る
市
町
村
は
、い
く
ら
出
生
率
を
引
き

上
げ
て
も
人
口
減
少
が
止
ま
ら
ず
最
終

的
に
は
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
「
消

滅
可
能
性
都
市
」と
し
て
い
ま
す
。

江
津
市
は

人
口
１
万
４
０
０
１
人

若
年
女
性
57
・
２
％
減
少
の
予
測

　　

同
会
議
の
予
測
で
江
津
市
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
上
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
２
０
４
０
年
の
人

口
は
１
万
４
０
０
１
人
と
な
り
30
年
間

で
45
・
５
％
の
減
少
、若
年
女
性
数
は

９
６
５
人
で
57
・
２
％
の
減
少
。
同
会

議
が
定
義
す
る
「
消
滅
可
能
性
都
市
」に

該
当
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
全
体
で
見
て
も
、若
年
女
性
の

減
少
率
が
50
％
以
上
だ
っ
た
の
は
19
市

町
村
中
16
を
数
え
ま
し
た
。

　

同
会
議
の
予
測
は
、数
あ
る
推
計
値
の

中
の
一
つ
で
あ
り
、こ
の
予
測
の
と
お
り

江
津
市
が
将
来
消
滅
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、厳
し
い
予
測
が
出

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、し
っ
か
り
と
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

厳しい予測が出ているんだね・・・

18676

江津市の人口の推移と今後の見通し

１
９
５
５
年

１
９
６
０
年

１
９
７
０
年

１
９
８
０
年

１
９
９
０
年

２
０
０
０
年

２
０
１
０
年

２
０
２
０
年

44875
41248

33479

32785
31774

29377

22016
25697

※ 2000 年以前は江津市と桜江町の合算値。
※ 2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究

所の推計値。2040 年の推計人口が日本創成
会議と異なるのは算出方法の違いによる。

15675

２
０
３
０
年

２
０
４
０
年

特
集消えてたまるか
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動
き
だ
し
た

若
者
た
ち

こ　
と
し
新
た
に
始
ま
っ
た
「
ご

　

う
つ
道
場
」は
、地
域
づ
く
り

に
関
心
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
若
者
を
育
て
る
講
座

で
す
。
江
津
市
と
浜
田
市
か
ら
８
人
が

受
講
し
、自
ら
掲
げ
た
プ
ラ
ン
（
ス
ポ
ー

ツ
で
の
健
康
づ
く
り
、介
護
を
す
る
人
へ

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
）の
実
現
に
向
け
て
、

腕
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

　

道
場
で
毎
回
し
て
い
る
の
が
、プ
ラ
ン

を
７
分
間
で
説
明
す
る
こ
と
。
説
明
を

繰
り
返
す
こ
と
で
内
容
を
整
理
し
、決
め

ら
れ
た
時
間
内
に
相
手
に
伝
わ
る
話
し

方
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。
道
場
と
道

場
の
合
間
に
は
、行
政
関
係
者
や
地
域
組

織
の
役
員
な
ど
、プ
ラ
ン
に
関
係
す
る
人

へ
取
材
し
、プ
ラ
ン
を
補
強
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

９
月
６
日
に
あ
っ
た
４
回
目
の
道
場

で
は
「
ま
だ
ど
こ
か
の
真
似
を
し
て
い

る
よ
う
な
状
態
だ
ね
。
独
自
性
を
ど
う

出
す
か
を
考
え
な
い
と
」「
ニ
ー
ズ
や
効

果
は
、具
体
的
な
数
字
を
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
な
ど
と
、指
導
役
を
務
め
る

県
内
の
若
手
起
業
家
ら
が
ア
ド
バ
イ
ス
。

10
月
の
第
５
回
に
向
け
て
、受
講
生
た
ち

は
「
独
自
性
」を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　

道
場
は
全
６
回
。
12
月
に
半
年
間
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

人　
口
減
少
が
進
む
金
田
町
で
は
、

　

市
内
外
の
若
者
と
の
交
流
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
地
方
と
都
市
の

人
を
結
び
つ
け
た
い
」と
、東
京
都
と
江

津
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
の
戸
田
耕
一
郎
さ
ん
ら
が
企
画
。
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、10
月
中
旬

に
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ａ
ム
ラ
ハ
ジ
メ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」と
し
て
都
市
部
の
若
者
が

集
ま
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
は
、地
域
お
こ

し
に
関
わ
る
こ
と
。
地
域
の
人
と
一
緒

に
行
動
す
る
こ
と
で
、金
田
に
元
気
を
広

げ
る
の
が
狙
い
で
す
。
８
月
30
日
に
は

準
備
の
た
め
会
場
周
辺
を
草
刈
り
。
作

業
を
通
じ
て
地
元
の
皆
さ
ん
と
若
者
と

の
間
に
、笑
顔
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

金
田
公
民
館
の
村
尾
健
二
郎
館
長
も

「
金
田
に
来
た
人
た
ち
が
笑
顔
で
帰
っ
て

い
っ
て
く
れ
た
ら
」と
優
し
く
見
守
り
ま

す
。

　

都
市
に
は
あ
っ
て
、江
津
に
無
い
も
の

を
上
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、江
津
に
は
「
行
動
す
る
若
者
」と

「
頑
張
る
若
者
の
背
中
を
押
す
優
し
さ
」

と
い
う
、か
け
が
え
の
な
い
財
産
が
あ
り

ま
す
。

特
集消えてたまるか

KANETA ムラハジメ PROJECT
　地方と都市の住民が交流し、一緒に楽しもうと市内
外の若者たちが企画。人口減少と高齢化が進む金田
町で「60 人の町に 600 人が関わるつながりを」と呼
びかけ、10 月中旬にコンサートや江の川河川敷での
キャンプなどを催す。
　８月 30 日には会場の草刈り作業があり、若者たち
と地元住民が一緒に汗を流し、交流を深めた。

プロジェクトの中心

戸
と だ

田 耕
こういちろう

一郎 さん（38）

　観光でなく地域おこしとい
う形で、都会の若者たちが地
方に関われるようにしたいと
思います。地元と若者がお互
いに自立した関係で、町をよ
り元気にしたいですね。

ごうつ道場
　「地域づくりに携わりたい、地域に関わる仕事
がしたい」という若者を育てる半年間の講座。
江津市と浜田市から８人が受講し「スポーツで
の健康づくり」「介護をする人へのサポート」「大
学生と地域住民との交流」などを目標に掲げる。
　月１回の道場での指導を受けながらプランを
磨き、12 月に最終発表の予定。

受講生

伊
だ て

達 真
ま ゆ こ

由子さん（31）

　私はスポーツで成長し、
たくさんのことと出会いま
した。多くの人にスポーツ
を通じて笑顔と健康を届
け、町が元気になるような
取り組みをしたいです。

人と人のつながりが強い町ですね

１．５．会場周辺を草刈りしてきれいに
２．３．４．一緒に作業するとすっかり打ち
解け、若者と地元の人に笑顔が広がる　

（いずれも８月 30 日の準備作業）　

受講生と指導役、一般の参観者が集まり「５」と「２」で「ごうつ」のポーズ

１

２ ３ ４

５

I ターン者インタビュー

「ＮＰＯ法人てごねっと石見」

渡
わたなべ

辺　諭
さとし

 さん (28）

「
将
来
的
に
は
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
」

日
本
創
成
会
議
が

予
測
の
根
拠
と
し
た
の
は

若
年
女
性
（
20
～
39
歳
）の
減
少
率
。

江
津
市
が
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」に

加
わ
っ
て
い
る
の
も
減
少
率
57
・
２
％
と
い
う

数
字
に
よ
る
た
め
で
す
。

こ
の
ま
ま
若
者
は
減
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

と
こ
ろ
が
今
、江
津
市
内
で
は
若
者
た
ち
の

動
き
が
活
発
な
の
で
す
。

し
か
も
「
こ
の
町
を
元
気
に
し
た
い
」と
い
う

思
い
を
胸
に
抱
い
て
。

動
き
だ
し
た
若
者
た
ち
を
追
い
ま
し
た
。

　思い立って江津にＩターンしてから、３カ
月以上たちました。現在は、ビジネスプラン
コンテストの運営にあたっているほか、ごう
つ道場や金田のプロジェクトにも参加して
います。
　この江津に住んでいて、日々の暮らしの中
で「こんなことをしたい」「町を元気にした
い」と思いながらも、行動に移せない人がい
ます。「てごねっと石見」では、行動するため
のハードルを下げるため、人と人をつなぐ活
動をしています。コンテストやごうつ道場
もその一環です。人とつながれば、できるこ
とが増えていきます。だれでも楽しく参加

できる環境をつくっていきたいですね。
　江津のことを知ったのは、コミュニティ活
動の雑誌「ソトコト」の特集からでした。「実
際に見てみよう」と春に一度訪れたところ、
江津を元気にしようと活動する人たちと出
会い、引き寄せられてしまいました。
　「都会の人が来て大丈夫？」と心配の声を
掛けられることもありますが、仲間たちに囲
まれて楽しくやっています。江津は、人のつ
ながりが強いですね。相談するとすぐに人
を紹介してもらえたこともありました。一
緒に楽しいことをやっていくんだというま
とまりを強く感じます。

　千葉県出身。ことし６月に東
京から江津にＩターンし「ＮＰ
Ｏ法人てごねっと石見」のスタッ
フとして地域の活性化に取り組
んでいる。
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こ
の
里
が

好
き
な
ん
で
す

佐々木 稔
みのる

 さん（19） 佐々木 剛
つよし

 さん（21） 佐々木 和
かず

子
こ

さん（22）

話
す
の
は
二
男
の
稔
さ
ん
。
仲
間
と
舞
う

楽
し
さ
と
、伝
統
を
受
け
継
ぐ
重
み
を
感
じ

な
が
ら
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
剛
さ
ん
が

う
れ
し
く
思
う
の
は
、地
元
の
先
輩
た
ち
の

優
し
さ
。「
行
事
の
と
き
だ
け
で
な
く
、普

段
か
ら
も
よ
く
『
遊
び
に
来
い
』と
誘
っ
て

く
れ
た
り
し
て
。
本
当
に
つ
な
が
り
の
あ

る
場
所
な
ん
で
す
よ
」

　

和
子
さ
ん
が
最
近
打
ち
込
ん
で
い
る
の

は
昨
年
か
ら
始
め
た
家
庭
菜
園
。「
地
域
の

先
輩
か
ら
肥
料
の
や
り
方
な
ど
細
か
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
野
菜
作
り
は
奥
が
深
く
、楽
し

い
で
す
ね
」

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
、桜
江
町
に
は

大
き
な
爪
痕
が
残
り
ま
し
た
。
稔
さ
ん
の

勤
務
先
は
地
元
の
土
建
会
社
。
復
旧
工
事

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。「
壊
れ
て
い
た
道
路

や
の
り
面
が
、僕
が
関
わ
る
こ
と
で
元
に
戻

っ
て
い
く
ん
で
す
。
地
元
の
復
旧
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」と
目
を

輝
か
せ
ま
し
た
。

　

取
材
の
最
後
、３
人
に
こ
れ
か
ら
の
夢
を

聞
き
ま
し
た
。
和
子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
家
族
と
仲
良
く
過
ご
し
た
い
」、剛
さ
ん

は
「
地
元
に
家
を
建
て
て
暮
ら
し
た
い
」、

稔
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し

て
、地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」。
い
ず

れ
も
、地
元
と
家
族
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
里
が
好
き
だ
か
ら
」。
そ
ん
な
思

い
を
持
つ
こ
と
で
、日
々
の
暮
ら
し
が
充
実

し
た
も
の
に
な
る
。
３
人
の
表
情
が
そ
う

語
っ
て
い
ま
す
。

緑　
の
木
々
と
田
畑
に
囲
ま
れ
て
建

　

つ
、佐
々
木
さ
ん
の
家
。
部
屋
か

ら
は
、縁
側
越
し
に
、青
い
空
と
自
然
の
緑

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
縁
側
に
座
っ

て
、目
の
前
の
自
然
を
眺
め
る
の
が
好
き
な

ん
で
す
。
な
ん
だ
か
癒
さ
れ
る
ん
で
す
よ

ね
」。
長
男
の
剛
さ
ん
が
笑
い
ま
す
。
長

女
、和
子
さ
ん
が
お
気
に
入
り
の
光
景
は
、

田
植
え
前
の
水
を
張
っ
た
田
の
姿
。「
風
が

吹
い
て
、水
が
サ
ー
ッ
と
動
く
と
き
れ
い
で

す
。
水
面
に
映
る
山
の
姿
も
い
い
で
す
よ
」

　

高
校
卒
業
の
と
き
、３
人
は
地
元
で
就
職

す
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、自
然

が
豊
か
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
深
い
、桜

江
が
好
き
だ
か
ら
。「
こ
こ
を
離
れ
る
と
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
続
け
て
い
る
神
楽
が

で
き
な
く
な
る
の
が
嫌
だ
っ
た
ん
で
す
」と

地元を選んだ 三きょうだい 
 ～ 佐々木和子さん、剛さん、稔さん（桜江町江尾） ～

江津の若者たちの人生の分かれ道、高校卒業。
進学や就職で故郷を離れる若者が多い中、
桜江町江尾の佐々木和子さん、剛さん、稔さんの三きょうだいは、
「この里が好きだから」と
地元に残り、仕事に地域の活動に奮闘中です。

特
集消えてたまるか

若い力、頼もしいです  ～地元の先輩から～

江尾地区の若者団体　江
こう

和
わ

会
かい

   会長

酒
さか

井
い

 省
しょうじ

二 さん（40）

　江和会は、江尾地区の 20 歳以上の男性たちで構成していて、
現在 21 人で活動しています。剛君は最年少の会員で、稔君は未
成年のため準会員です。
　地区の行事の際にスタッフとして活動することが多いのです
が、佐々木家のきょうだいは、声をかけたら「ハイッ」と駆けつ
けてくれます。若くて元気のある彼らは大変頼もしいですね。
　私たち江和会は、これからも地区のためになることに尽力し
ていきます。そのためにも、彼らには期待しています。
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故
郷
を
元
気
に
し
た
い
か
ら

企業誘致を進め雇用の確保を

　1964 年波積町生まれ。江津高校卒業後、大阪の薬種商専門
学校へ進学。ドラッグストア勤務を経て 1993 年に漢方薬局
を開業、1996 年にドクターリセラの前身となる有限会社シ
ードを設立した。2009 年、江津市内にコールセンターを開設
し、ことし７月に和木町へ移転・拡充した。

遠
く
に
い
れ
ば
い
る
ほ
ど

離
れ
た
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど

気
に
な
る
の
が
故
郷
の
こ
と
。

「
故
郷
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

江
津
を
巣
立
ち
、

大
阪
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た

奥
迫
哲
也
さ
ん
は

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、

江
津
で
の
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

か　
つ
て
電
子
部
品
工
場
が
あ

　

っ
た
和
木
町
の
高
台
に
、こ

と
し
７
月
、新
た
な
事
業
所
が
誕
生
し

ま
し
た
。
化
粧
品
な
ど
を
製
造
・
販

売
す
る
ド
ク
タ
ー
リ
セ
ラ
（
本
社
：

大
阪
市
東
淀
川
区
）の
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　

広
々
と
し
た
事
務
所
に
は
、50
人
を

超
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
。
全
国
か
ら
か

か
っ
て
き
た
電
話
に
対
し
て
て
き
ぱ

き
と
応
対
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
働
く
人
た
ち

は
、パ
ー
ソ
ナ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
い
い
ま
す
。
注
文
の
受

け
付
け
だ
け
で
な
く
、化
粧
品
を
使
用

し
て
美
し
く
な
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、肌
の
状
態
の
フ
ォ
ロ
ー
も
担
い

ま
す
。
お
客
様
が
直
接
訪
れ
て
、感
謝

の
言
葉
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
よ
」。
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
ぶ
り

に
、社
長
の
奥
迫
さ
ん
は
目
を
細
め
ま

す
。

　

奥
迫
さ
ん
の
出
身
は
市
東
部
の
波

積
町
。
里
山
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。

「
細
長
い
谷
の
奥
に
実
家
が
あ
る
の
で

す
が
、そ
こ
ま
で
の
道
は
軽
自
動
車

が
や
っ
と
通
れ
る
く
ら
い
の
幅
し
か

な
く
、舗
装
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、偉
く
な
っ
て
道

路
を
良
く
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
」。
起
業
の
原
点
は
、

里
山
に
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
き
っ
か
け
は
、小
学
４

年
生
の
と
き
に
体
験
し
た
、祖
父
の

死
。「
一
緒
に
住
ん
で
い
た
家
族
と
の

別
れ
か
ら
、生
き
る
中
で
必
ず
死
を
迎

え
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
一
度

き
り
の
人
生
な
ら
、人
に
感
謝
さ
れ
て

見
送
ら
れ
た
い
、役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
た
ん
で
す
」

　

30
歳
を
前
に
し
て
漢
方
薬
局
を

開
業
し
３
年
後
に
は
会
社
を
設
立
、

２
０
０
０
年
か
ら
化
粧
品
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。
時
に
は
多
額
の
負
債

を
抱
え
た
こ
と
も
。「
苦
し
い
時
期
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、何
が
何
で
も

成
功
さ
せ
る
し
か
な
い
と
い
う
ハ
ン

グ
リ
ー
精
神
が
あ
っ
た
か
ら
。
そ
れ

は
、つ
つ
ま
し
や
か
に
暮
ら
し
た
波

積
で
の
日
々
が
あ
っ
た
か
ら
持
て
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」。
逆
境
を
乗
り
越

え
、現
在
で
は
年
商
46
億
円
を
上
げ
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
「
会
社
が
成
長
し
、事
業
を
拡
大
す

る
中
で
、心
の
中
に
は
い
つ
も
、ふ
る

さ
と
江
津
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
が
好
き
な

の
に
、働
く
場
所
が
少
な
く
、都
市
部

で
就
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
、石

見
地
方
で
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

江
津
で
働
き
、そ
し
て
暮
ら
す
人
を
増

や
す
た
め
、雇
用
の
受
け
皿
を
作
り
た

い
と
考
え
ま
し
た
」。
２
０
０
９
年
、

江
津
市
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。
当
初
10
人
だ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も

５
年
間
で
50
人
を
超
え
ま
し
た
。「
江

津
の
人
た
ち
は
真
面
目
で
誠
実
。
サ

ー
ビ
ス
に
も
い
い
形
で
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
ね
」

　

都
会
に
出
て
か
ら
、自
然
に
恵
ま
れ

た
江
津
の
良
さ
を
よ
り
実
感
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
奥
迫
さ
ん
。
実

家
の
田
畑
な
ど
を
利
用
し
た
農
業
生

産
法
人
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
自
然

が
あ
る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
育

っ
て
き
ま
し
た
が
、都
会
か
ら
帰
っ
て

く
る
と
、本
当
に
癒
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
故
郷
が
元
気
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
、私
も
力
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」　

奥
お く さ こ

迫 哲
て つ

也
や

 さん
（ドクターリセラ社長、波積町出身）

「江津の人は真面目で誠実。サービスにもいい形で反映されています」と話す奥迫さん
（和木町のドクターリセラ カスタマーセンター）

特
集消えてたまるか

江津市商工観光課長

三
み き

木 和
かずひこ

彦

　江津市内では７月にドクターリセラが移転・拡充した
他、来年までに、しまね森林発電、日本パーカーライジング
広島工場、播磨屋林業の新規立地、トップ金属工業の増設が
決まり、150 人の雇用の増加が見込まれます。ドクターリ
セラを除く４社は、江津工業団地（松川町）への立地です。
新規立地、増設される各社とも現在、積極的に求人をしてい
ます。U・I ターンをご希望の人や、そのお知り合いの人は、
是非とも最寄りのハローワークもしくは江津市商工観光課
にお問い合わせください。
　何より、若者の地元企業への就職を進めるためには、企業
のことをより知ってもらう必要があります。このため、学
校の教職員を対象にした地元企業の見学会や、企業の採用
担当者による学校訪問なども実施し、学生と企業とのマッ
チングにも力を入れています。

　人口減少を食い止めるために
は雇用の確保は最重要課題の一
つ。本市ではこれからも、企業誘
致や既存する企業への支援など、
取り組みを進めていきます。
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特
集消えてたまるか

～山下市長が施政方針演説～

人口減少対策は
本市の最重要課題
定住に結びつく施策を推進

人口減少社会に対して行政がなすべきことは何か。
９月１日に開会した江津市議会定例会。
初日の施政方針で山下修市長は、
人口減少対策を「最重要課題」と位置づけ、
定住に結びつく諸施策を推進していくことを
表明しました。
※施政方針の全文は、本市ホームページに掲載しています。

人
口
減
少
問
題
の
重
要
性
は

国
も
認
識

　

国
が
掲
げ
る
諸
課
題
に
は
、経
済
再

生
と
両
立
す
る
財
政
健
全
化
や
、消
費

税
率
引
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
減
へ
の
対
応
な
ど
が
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
、地
方
の

創
生
と
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
た

取
り
組
み
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
安
倍
内
閣
に
お
い
て
は
、

「
地
方
の
創
生
」を
今
後
の
経
済
成
長

の
カ
ギ
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、特
に
、

地
方
で
加
速
す
る
人
口
減
少
を
食
い

止
め
、地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
取

り
組
む
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
」（
本
部
長
：
首
相
）の
準
備

室
を
設
置
し
、秋
の
臨
時
国
会
に
関
連

法
案
を
提
出
す
る
考
え
を
示
し
て
い

ま
す
。
島
根
県
で
は
、こ
の
７
月
に
人

口
対
策
本
部
（
本
部
長
：
溝
口
善
兵

衛
知
事
）を
設
置
さ
れ
、市
長
会
や
町

村
会
と
連
携
し
、少
子
化
対
策
や
人
口

の
一
極
集
中
の
是
正
策
な
ど
を
国
へ

提
言
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
と
っ
て

人
口
減
少
対
策
は
最
重
要
課
題

　

本
市
に
お
い
て
も
、人
口
減
少
対
策

は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、国
の
総
合
戦

略
な
ど
の
動
向
を
見
据
え
つ
つ
、定
住

に
結
び
つ
く
諸
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
ま
い
る
と
と
も
に
、県
と
も
連
携

し
な
が
ら
、都
市
か
ら
地
方
へ
人
口
を

移
動
さ
せ
る
た
め
の
抜
本
的
な
方
策

を
、国
に
対
し
て
、積
極
的
に
提
案
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、日
本
創
成
会
議
に

よ
り
、衝
撃
的
な
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ

た
こ
と
は
、ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

何
も
手
立
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
、本
市

の
若
年
女
性
人
口
は
、２
０
１
０
年
現

在
の
２
２
５
６
人
か
ら
、２
０
４
０
年

に
は
９
６
５
人
に
ま
で
減
少
す
る
と

い
う
推
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、今
後
し
っ
か
り

と
、そ
の
対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

減
少
幅
を

可
能
な
限
り
少
な
く

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、日
本

全
体
が
人
口
減
少
に
転
ず
る
中
、人
口

の
増
加
は
望
め
ま
せ
ん
が
、減
少
幅
を

可
能
な
限
り
少
な
く
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、出
生
率
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
、あ
る
い
は
、子
ど
も
を
産
み
育

て
る
世
代
の
、地
元
定
着
や
転
入
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
前
提
条
件
の
最
も
重
要
な
部

分
は
、多
様
、か
つ
、魅
力
あ
る
雇
用
の

場
の
確
保
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、企
業
誘
致
に
努
め
る
ほ

か
、市
内
企
業
の
体
質
強
化
や
、農
業

の
6
次
産
業
化
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
、積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、子

育
て
環
境
や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、

定
住
に
結
び
つ
く
諸
施
策
に
つ
い
て

も
、着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
定
住
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、ま
ず
、市
民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
ま
す
。
そ
し
て
、子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、だ
れ
も
が
明
る
く
楽
し

く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま

ち
・
江
津
市
」を
目
指
し
、市
民
の
皆

様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、全
力
を
尽

く
し
て
、市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
が

私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

　

奇
し
く
も
本
年
は
、本
市
の
合
併
10

周
年
と
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、こ
の
節

目
の
年
を
祝
う
た
め
、10
月
1
日
に
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、記
念
式

典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
私
の
使
命
は
、本
市

が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
、真し

ん

摯し

に
取
り
組
み
、持
続
可
能
な

市
政
運
営
を
実
現
し
て
、次
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、財

政
力
な
ど
を
考
慮
し
た
大
局
的
な
見

地
か
ら
、将
来
を
見
据
え
た
市
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
校
生
に
聞
き
ま
し
た

「
江
津
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
」

「
こ
ん
な
江
津
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

江津工業高校３年

　楢
ならもと

本   誠
まこと

  さん

キリスト教愛真高校３年

　仲
なか

渡
と

  未
み き

希  さん

　人の温かさ、優しさが江津
の最大の魅力だと思います。
部活動の遠征から戻ったと
き、いつも心が晴れ晴れとし
ました。今のままの江津でい
てほしいですし、僕たちも盛
り上げたいと思います。

江津高校２年

　土
つち

屋
や

  佑
ゆう

奈
な

  さん

　学校から見える赤い瓦と青
い海のコントラストが好きで
す。この自然に囲まれた環境
の中、子育て支援を充実する
ことで、江津の町で子どもを
育てたいと思う人が増えるの
ではないでしょうか。

石見智翠館高校２年

　下
しもがき

垣  舞
ま

林
りん

  さん

　高校進学で鳥取から来たと
き、寂しい思いもしたけど、学
校や地域の人たちの温かさで
乗り越えられました。市外か
ら江津に来た人が、私のよう
に「いい町だ」「また来たい
な」と思ってほしいです。

　広島出身です。赤瓦の町並
みが好きで、学校の近くから
景色を楽しんだりしていま
す。江津には昔からの町並み
や伝統文化が多く残っている
ので、これらを後世に伝えて
いってほしいと思います。
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Interview
「消滅論」に振り回されず
地に足をつけた取り組みを

　

５
月
に
日
本
創
成
会
議
の
人
口
予

測
が
出
て
以
来
、全
国
の
都
道
府
県
や

市
町
村
で
人
口
減
少
へ
の
対
策
が
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
こ
の
「
市
町
村
消

滅
論
」を
安
易
に
う
の
み
に
し
て
右
往

左
往
す
る
こ
と
は
、未
来
の
選
択
を
誤

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
大
切
な
の
は
、数
字
に
振
り
回

さ
れ
な
い
こ
と
。
日
本
創
成
会
議
の

予
測
で
は
、２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査

ま
で
の
デ
ー
タ
し
か
使
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、翌
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

島
根
県
内
で
は
中
山
間
地
域
を
中
心

に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
０

年
に
か
け
て
の
人
口
移
動
率
を
半
分

し
か
評
価
し
て
い
な
い
た
め
、県
内
で

進
め
て
い
る
定
住
効
果
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
最
新
の
人
口
動
態
を

基
に
当
セ
ン
タ
ー
で
試
算
し
た
と
こ

ろ
、海
士
町
の
２
０
３
８
年
の
推
計

人
口
は
２
１
１
０
人
で
、２
０
１
０

年
の
人
口
（
２
３
７
４
人
）を
ほ
ぼ

維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、島
根
県

内
で
４
歳
以
下
の
子
ど
も
の
増
減
数

（
２
０
１
３
年
）を
調
べ
た
と
こ
ろ
、中

山
間
地
域
（
２
１
８
エ
リ
ア
）の
う

ち
３
分
の
１
を
超
え
る
73
エ
リ
ア
で
、

２
０
０
８
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
新
た
な
定
住
の
波
は
、人
と
自
然

と
伝
統
が
つ
な
が
る
「
田
舎
の
田
舎
」

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

江
津
市
の
場
合
、同
様
の
試
算
を
し

た
と
こ
ろ
、１
万
６
０
０
０
人
台
と
な

り
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
市
外
に

流
出
し
た
若
者
を
、そ
の
後
取
り
戻
せ

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と

分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
。
ま
ず
は
地
区
ご

と
の
デ
ー
タ
把
握
が
重
要
で
す
。
こ

の
地
区
に
毎
年
、何
世
帯
・
何
人
が
入

っ
て
き
た
ら
将
来
的
に
維
持
が
で
き

る
の
か
、把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
、県
内
の
中
山
間
地
域

全
体
で
は
、毎
年
人
口
の
１
％
の
定
住

増
で
、人
口
の
定
常
化
が
実
現
す
る
見

込
み
で
す
。
定
住
増
の
実
現
に
向
け

て
は
、住
民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
っ

て
進
め
、都
市
で
は
で
き
な
い
暮
ら
し

の
形
、田
舎
の
魅
力
を
作
り
出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
の
１
％
を
取
り
戻
す
と
と
も

に
、定
住
を
支
え
る
経
済
の
た
め
に
、所

得
も
１
％
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、物
資
の
購
入

な
ど
を
地
域
内
で
行
い
、流
通
の
「
地

元
化
」を
進
め
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、行
政
な
ら
地
元
産

の
木
材
を
学
校
の
机
や
椅
子
に
活
用

す
る
こ
と
で
、住
民
の
皆
さ
ん
は
地
元

産
の
野
菜
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
で

地
元
の
所
得
増
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

人
口
減
少
を
解
決
す
る
の
に
、逆
転

ホ
ー
ム
ラ
ン
の
よ
う
な
策
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、悲
観
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
、将
来
を
見
据
え
た

上
で
、１
％
ず
つ
で
い
い
の
で
着
実
に

前
に
進
む
こ
と
、そ
し
て
目
標
に
向
か

っ
て
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

笑顔が広がる
未来のために

消
え
て

た
ま
る
か

「
将
来
的
に
は
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
」

こ
の
よ
う
な
予
測
を
目
に
し
て
、

あ
な
た
は
何
を
思
い
ま
し
た
か
？

「
消
滅
な
ん
か
す
る
わ
け
が
な
い
」と

切
り
捨
て
ま
し
た
か
？

そ
れ
と
も
「
こ
の
先
何
を
や
っ
て
も
だ
め
な
ん
だ
」と

絶
望
し
ま
し
た
か
？

大
切
な
の
は
、冷
静
で
い
る
こ
と
。

楽
観
す
ぎ
て
も
悲
観
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、足
元
を
見
つ
め
、一
歩
ず
つ
前
に
進
む
こ
と
。

そ
の
一
歩
が
、今
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
消
え
て
た
ま
る
か
」

誇
り
と
気
概
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

島根県中山間地域研究センター
　研究統括監

藤
ふ じ や ま

山　浩
こ う

  さん

【島根県中山間地研究センター】
　過疎・高齢化に直面する中山間地域の状況を打開・克服し、活性化
を図るため 1998 年、島根県が赤来町（現・飯南町）に開設。中山間地
域の研究や現地のサポート活動などを進めている。　

特
集消えてたまるか
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健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

申込期間 10 月 27 日（月）～ 11 月 10 日（月）
電話申込先 江津市役所（℡ 52-2501）
郵送提出期間 11 月 25 日（火）～ 12 月 12 日（金）
結果郵送 １月末ごろ

※４月以降にドックなどで検査を受けた人は申し込めません。
※１月にもう一度実施します。

大腸がん検診（郵送方法）
☆ 10 月 27 日から電話申し込みが始まります

日 （曜日） 会場 ・ 受付時間

21 日 （火）
江津市役所　    9：00～ 15：00
※電話予約時に都合の良い時間帯をお選びください

食事相談
☆対象　糖尿病、境界型糖尿病、その他希望者

■問健康医療対策課健康増進係（内線 1252）

～シリーズ　働き盛り世代の脳梗塞予防～

測ろう血圧！

脳卒中の最大の危険因子は「高血圧」。

家庭血圧を測って本当の血圧を知り、高血圧を見つけましょう！

＜家庭血圧の正しい測り方＞
●血圧計は上腕で測るタイプの血圧計を選びましょう。
●朝と晩に血圧を測定します。（起床後１時間以内、服薬前、朝食
前、就寝前などできるだけ条件をそろえて測りましょう。）
●トイレを済ませ、１～２分椅子に座ってから測定します。
●週に５日以上測定して結果を記録しましょう。

測ろう体重！

「肥満」は、高血圧や糖尿病、脂質異常症など脳卒中の危険因子の引き金に！

体重コントロールで危険因子を減らしましょう！

ＢＭＩで肥満度チェック！

　計算式：体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）＝　　　　　　　

自分にちょうどよい体重（標準体重）は？

　計算式：身長（m）×身長（m）× 22 ＝　　　　　　　kg
●体重は、毎朝起きてすぐトイレを済ませた後、測定するのが最も正確といわれています。
　できるだけ同じ条件で測定しましょう。

（注意！）家庭血圧が 135/85 ㎜Ｈｇ以上だと、脳卒中や心筋梗塞にかかる率が２～３倍にも増
　　　　　すといわれています。高血圧は自覚症状がなくても危険です。家庭血圧を測り、血圧
　　　　　が高い状態が続くなど気になることがあれば、必ず医師の診断を受けましょう！

判定基準：
ＢＭＩ 18.5未満………低体重（やせ）
　　　 18.5～ 25未満…普通体重
 　　　25以上…………肥満

『セルフチェック』で脳卒中を予防しよう！
～10月中旬から予約開始　高齢者インフルエンザ予防接種～

インフルエンザ予防接種実施医療機関
医療機関名 住所 電話番号

有福クリニック 有福温泉町 56-0250
井廻医院 嘉久志町 52-2307
敬川沖田クリニック 敬川町 53-0050
應儀医院 桜江町市山 92-0057
川島耳鼻咽喉科医院 嘉久志町 52-3933
国沢内科医院 都野津町 53-0324

済生会江津総合病院 江津町 54-0101
予約は総合窓口

鈴木眼科医院 江津町 予約は 52-3739

鈴木内科眼科医院 和木町 52-3739
西部島根医療福祉センター 渡津町 要予約 52-2442
能美医院 二宮町神主 53-0456
能美医院跡市分院 跡市町 56-2207
花田医院 後地町 55-0005
花田医院浅利分院 浅利町 予約は 55-0005
花田医院波積診療所 波積町本郷 予約は 55-0005
船津内科医院 嘉久志町 52-3203
船津内科川戸クリニック 桜江町川戸 92-8010
川越診療所 桜江町川越 93-0206
森医院浅利診療所 浅利町 55-1022
森医院尾浜診療所 後地町 55-0038
森医院黒松診療所 黒松町 55-1616
森医院井田診療所 大田市温泉津町 66-0366
もりとう内科クリニック 江津町 52-2057
もりとう内科松平診療所 松川町市村 57-0050
山崎病院 江津町 52-2816
山脇整形外科医院 和木町 52-5530
渡利小児科内科医院 江津町 52-2039

　予防接種法に基づく、高齢者インフルエンザ予防
接種を希望者に実施します。
　10 月中旬以降に各医療機関へ予約をお願いしま
す。免疫の効果を考えると、接種はできるだけ 12
月中旬までに済ませましょう。

【対象者】
　江津市に住民票がある、接種当日 65 歳以上の人
※ただし、60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓または呼
吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限
される程度の障がいを有する人およびヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障がいを有する人も対象者に該当します。

【接種費用】　自己負担額　1,100 円
※ただし、対象者で生活保護受給世帯に属する人、
福祉医療受給者で、かつ非課税世帯の人は無料で
す。
※窓口で必ず各受給者証を提示してください。

【接種期間】
　11 月１日（土）～平成 27 年 1 月 31 日（土）

【接種場所】
　右の表の実施医療機関で受けてください。
　市外の病院を希望の人、施設入所または長期入院
中の人は、施設・病院に相談の上、申し込みくださ
い。
※ 上記対象以外の人は、任意の予防接種となりま
す。かかりつけ医療機関の医師にご相談ください。

■問健康医療対策課健康増進係（内線 1251）

しまね食育まつり in江津　～見て・感じて・ワクワク食体験！～

【日時】　10 月 13 日（月・祝）　10：00 ～ 15：00
【場所】　じばさんセンター

プロに学ぶ楽しい・おいしい体験教室（申し込み必要・先着順）
☆ 味覚教室　10:15 ～ 10:50　　[ 対象 ] 小学生以上の親子 20 組
☆ 親子ふれあいお弁当づめ体験　11:10 ～ 12:20　[ 対象 ] ４歳児（年中）以上の親子 20 組
☆ 料理体験講習会 13:00 ～ 13:40　[ 対象 ] 一般 15 人
　その他、おにぎりや団子作り、クイズや試食など、食育に関する楽しい体験コーナーがたくさんあります！

■問浜田保健所健康増進課　℡ 0855（29）5551

参加無料

休日診療 済生会江津総合病院で行っています。（☎ 54-0101 ※ 事前にご連絡ください。）

しまねっこも
来るよ！
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島
根
県
済
生
会
高
砂
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
で
勤
務
し
て
２
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
多
く
の
問
題
を
抱
え
一
つ

一
つ
丁
寧
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
高
齢
者
問
題
を
、
高
齢
者

で
あ
る
私
が
考
え
る
と
き
、
他

人
事
の
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

６
０
０
万
年
の
歴
史
の
あ
る
人
類

が
初
め
て
経
験
す
る
超
高
齢
化
時

代
で
す
。
全
世
界
の
中
で
も
我
が

国
は
世
界
の
先
端
を
切
っ
て
高
齢

化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
島
根
県
西
部
は
老
老
介
護
、

認
認
介
護
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
消
滅
が
予
測
さ
れ
る

村
落
が
日
本
各
地
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
の
苦

難
の
時
代
を
支
え
て
我
が
国
の
復

興
・
繁
栄
の
た
め
に
力
を
注
い
で

こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
い
か
に
お
世

言
葉
の

「
く
す
り
」

江の川のほとりで思うこと

島根県済生会
高砂ケアセンター

栗村　敬

話
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
人

間
な
ら
ば
当
然
考
え
、
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
す
る
の
が
責
務
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
山
陰
で
の
生
活
は
20
年
に

少
し
足
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
は

万
葉
歌
人
と
の
縁
が
深
く
、
万
葉

集
全
20
巻
を
編
さ
ん
し
た
大
伴
家

持
が
因
幡
の
国
（
鳥
取
県
東
部
）

の
国
司
と
し
て
、
元
旦
に
詠
ん
だ

最
後
の
歌
「
あ
ら
た
し
き　

年
の

は
じ
め
の　

初
春
の　

今
日
降
る

雪
の　

い
や
し
け
よ
ご
と
」
に
毎

年
の
よ
う
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
万
葉
歌
人
の
第
一
人

者
と
言
わ
れ
る
柿
本
人
麻
呂
は
石

見
の
国
（
島
根
県
西
部
）
に
縁
が

深
い
と
い
う
事
実
は
こ
の
土
地
に

与
え
ら
れ
た
大
き
な
財
産
で
、
高

齢
者
が
こ
の
文
化
遺
産
と
万
葉
集

に
詠
ま
れ
て
い
る
自
然
豊
か
な
こ

の
江
津
市
で
、
余
生
を
少
し
で
も

意
義
あ
る
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
と
も
に
努
力

し
て
い
く
の
が
与
え
ら
れ
た
責
務

と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
国
の
決
め

た
方
針
の
中
で
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
方
針
が
確
固
と
し

た
不
動
の
も
の
で
な
く
、
見
直
し

が
繰
り
返
さ
れ
る
の
も
、
未
経
験

の
超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
的
確
に

対
応
で
き
て
い
な
い
証
し
で
し
ょ

う
。
人
口
の
少
な
い
こ
の
地
で
は
、

理
想
的
な
対
応
を
と
る
こ
と
は
至

難
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
済
生
会
グ
ル
ー
プ
の

一
員
で
あ
る
高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
江
津
総
合
病
院
や
白
寿
園
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に

立
っ
て
い
る
と
認
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。
幸
い
、
島
根
県

済
生
会
支
部
長
に
田
中
増
次
前
市

長
が
着
任
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

百
万
の
見
方
を
得
た
よ
う
な
も
の

で
す
。
山
陰
も
雪
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
雪
が
積
も
っ
て
い
く

よ
う
に
良
い
こ
と
が
重
な
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
決
心
し
て
い
ま
す
。

広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

祝　全国大会出場

百歳おめでとうございます

　ことし 100 歳を迎えた山中幸江さん（都治町）を、山下市長
が９月 11 日に訪問し、祝い品を手渡しました。
　山中さんは大正３年（1914 年）生まれ。足腰が丈夫で、今も
家の周りの草を抜いているとのこと。祝い品を受け取ると何度
も「幸せなことです」と話し、はにかんだ笑顔を見せました。
　江津市内で今年度 100 歳を迎えたのは 12 人（男性３人、女
性９人）です。皆さん、おめでとうございます。いつまでもお元
気で。

子育てにはパパの力が求められている

　父親による育児活動を支援するＮＰＯ法人ファザーリング・
ジャパン代表理事の安藤哲也さんが８月 31 日、波子公民館で講
演し「地球上で、父親ほど素晴らしい仕事はない」と、父親によ
る子育ての大切さを、参加した男性たちに語りました。
　男性の生き方を磨く「江津メンズ・セミナー」の一環。安藤
さんは父親が育児に関わるメリットとして①母親のストレス軽
減②夫婦関係が強まる③子どもの良きモデルとなる、などを紹
介。「父親が変われば家庭が変わる」と呼びかけました。

ふるさとを体験した夏休み

　8 月６日から８日にかけて、「夏休み！ふるさと体験・友だ
ちづくり活動」があり、小学生たちは体験や人々とのふれ合いを
通じて、ふるさとの魅力を知りました。
　江津・浜田両市の小学校 5・6 年生 46 人が参加。子どもた
ちは、あいさつや片づけ、お世話になった人へのお礼など、『ふ
るまい』を大切にしながら、農家に泊まったり、自然体験をする
などして、夏休みの楽しい思い出をたくさん作りました。

　陸上競技と相撲で江津の小中学生が全国大会に出場しまし
た。おめでとう！
【日清カップ第 30 回全国小学生陸上競技交流大会】
　豐田 愛夏（郷田小６年）
【全国中学校相撲選手権大会】
　久保田 竜二（江津中１年）・佐々木 湧太（江津中２年）
　春木 直也（江津中２年）・千部 孝人（江津中３年）
　盆子原 天斗（江津中３年）
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★

★

★

★

江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な

提
供
や
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の

拡
充
や
質
の
改
善
を
進
め
る
た
め
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
平
成

27
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
！

「
教
育
・
保
育
の
必
要
性
」
の

認
定
制
度
が
始
ま
り
ま
す

①
幼
稚
園
や
保
育
所
（
園
）
な
ど
の
利

用
を
希
望
す
る
人
は
、
市
の
認
定
基
準

に
基
づ
き
「
教
育
・
保
育
の
必
要
性
」

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
支
給
認
定
の
種
類

③
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分

　

２
号
ま
た
は
３
号
認
定
を
受
け
る
人

は
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
時
間
に
応

じ
て
、
11
時
間
保
育
を
利
用
で
き
る
「
標

準
時
間
認
定
」
と
８
時
間
保
育
を
利
用

で
き
る
「
短
時
間
認
定
」
に
区
分
さ
れ
、

利
用
で
き
る
時
間
が
異
な
り
ま
す
。（
認

定
時
間
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
に
は
、

延
長
保
育
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

Ｑ
利
用
ま
で
の
流
れ
は

　

ど
う
な
る
の
？

Ｑ
利
用
料
は
ど
う
な
る
の
？

　

保
育
所
（
園
）
保
育
料
は
、
現
在
の

制
度
と
同
じ
く
、
保
護
者
の
所
得
に
応

じ
た
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
度
ま
で
は
所
得

税
額
が
算
定
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
制
度
（
平
成
27
年
度
以
降
）

で
は
市
民
税
の
所
得
割
額
が
算
定
の
基

礎
と
な
り
ま
す
。
幼
稚
園
保
育
料
は
、

現
在
の
負
担
水
準
を
基
本
に
、
新
制
度

の
趣
旨
な
ど
を
勘
案
し
て
決
定
し
ま
す
。

※
予
告
認
定
申
請
お
よ
び
利
用
（
入
所
）

申
し
込
み
は
11
月
か
ら
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
の
詳

細
は
「
か
わ
ら
ば
ん
」
11
月
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

■問
子
育
て
支
援
課
保
育
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

　

学
校
教
育
課
管
理
係　

℡
（
５
２
）
７
４
９
５

★
「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」

予
約
貸
付
受
付
中

※
平
成
26
年
10
月
か
ら
、
児
童
を
扶

養
す
る
父
子
家
庭
の
父
も
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

◎
対
象
と
な
る
人

　

平
成
27
年
４
月
の
進
学
な
ど
を
希
望

し
て
い
る
人
で
①
児
童
を
扶
養
す
る
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
②

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦
③
父

母
の
な
い
児
童

【
児
童
の
進
学
な
ど
を対

象
と
す
る
資
金
】

　

※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す

①
修
学
資
金

　

高
校
、大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
の
授
業
料
、書
籍
代
、交
通
費
な
ど
に

必
要
な
資
金

②
修
業
資
金

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能

を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

③
就
学
支
度
資
金

　

就
学
、修
業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学

金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

【
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の
父
お
よ

び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す

る
資
金
】

※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は

　

無
利
子
で
す

①
技
能
習
得
資
金

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能

を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

◎
申
込
締
切

　

第
一
次
締
切
11
月
28
日

（金）

　

第
二
次
締
切
２
月
27
日

（金）

※
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

法
に
よ
る
奨
学
金
な
ど
、他
制
度
に
よ
る

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
人
は
、児
童
の

進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資
金
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
貸
付
申
請
前
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

（
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
に
す
る
資
金

で
は
、児
童
の
面
接
も
あ
り
ま
す
）

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

■申
■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

　
　

島
根
県
地
域
福
祉
課
石
見
ス
タ
ッ
フ　

℡
０
８
５
５
（
２
９
）
５
５
４
３

★
不
妊
治
療
を
受
け
る
人
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す

◎
対
象
治
療

　

保
険
適
応
の
不
妊
治
療
（
診
断
の
た

め
の
検
査
を
含
み
ま
す
）
お
よ
び
人
工

授
精

◎
対
象
者

①
法
律
上
の
夫
婦
で
、
江
津
市
内
に

住
所
の
あ
る
人

②
夫
お
よ
び
妻
が
医
療
保
険
各
法
の

規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
、
組
合
員

ま
た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

◎
助
成
内
容

　

治
療
開
始
か
ら
12
カ
月
を
1
期
と
し

て
上
限
3
万
円
。
3
期
3
年
間
分
ま
で

支
給
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
治
療
を
中
断
し
た
と
き
は
、
そ

の
期
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

◎
申
請
方
法

　

治
療
を
受
け
た
医
療
機
関
で
証
明
（
一

般
不
妊
治
療
等
証
明
書
）
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
必
要
書
類

①
一
般
不
妊
治
療
証
明
書
（
初
回
の

み
必
要
。
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機

関
の
医
師
の
証
明
書
が
必
要
）

②
一
般
不
妊
治
療
な
ど
に
要
し
た
費

用
の
領
収
書

③
保
険
証

◎
支
払
方
法

　

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
（
申
請
書

に
振
込
先
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

不
妊
治
療
個
別
相
談
会
・
講
演
会

　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
会
・
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

◎
開
催
日　

10
月
25
日

（土）

◎
場
所　

浜
田
保
健
所　

　
　
　
　
（
浜
田
合
同
庁
舎
別
館
）

◎
講
演
会

　

午
後
１
時
20
分
～
３
時
10
分

　
「
不
妊
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

　

学
び
ま
し
ょ
う
」

（
講
師
：
島
根
県
立
中
央
病
院
産
婦
人
科

専
門
医  

吉
野
直
樹
氏
▽
同
不
妊
症
看
護

認
定
看
護
師  

勝
部
愛
子
氏
）

◎
当
時
者
交
流
会　

　

午
後
３
時
20
分
～
４
時
10
分

◎
個
別
相
談
会　

　

午
前
10
時
45
分
～
午
後
４
時

　
　
（
要
事
前
予
約
）

※
午
後
１
時
～
３
時
15
分
は
講
演
た
め

個
別
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

■問
島
根
県
健
康
推
進
課　

℡
０
８
５
２
（
２
２
）
５
３
２
４

不
妊
治
療

■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

支給認定
区分 対象 利用できる施設・事業

１号認定 教育（幼稚園）を希望する満
３歳以上のお子さん ※認定こども園、幼稚園

２号認定
保護者の就労や疾病などによ
り保育を必要とする満３歳以
上のお子さん

※認定こども園、保育所（園）

３号認定
保護者の就労や疾病などによ
り保育を必要とする満３歳未
満のお子さん

※認定こども園、保育所（園）
※地域型保育

※現在、市内に認定こども園はありません。
※地域型保育は、現在実施しているところはありません。

①
幼
稚
園
の

　

場
合

②
保
育
所
（
園
）

　

の
場
合

幼
稚
園
に

直
接
利
用
を

申
し
込
み

市
に
「
保
育

の
必
要
性
」の

認
定
申
請
と

保
育
所
（
園
）

の
入
所
希
望

を
同
時
に
行

う市
か
ら
認
定
証

（
２
号
認
定
、３

号
認
定
）を
交

付申
請
者
の
希

望
、
保
育
所

（
園
）の
状
況
な

ど
に
よ
り
市

が
利
用
調
整

決
定
後
、保
育

所
（
園
）の
利

用

幼
稚
園
の

利
用

1

1

2

幼
稚
園
を
通

じ
て
市
か
ら

認
定
証
（
１

号
認
定
）を
交

付

3

34

4

幼
稚
園
か
ら

入
園
の
内
定

（
定
員
超
過

の
場
合
な
ど

は
面
接
選
考

あ
り
）

2

※定員を上回る申し込みのあった保育所（園）は利用調整を行います。
※就労状況の確認のため、毎年「就労証明書」の提出をお願いします。（保育所（園）のみ）

児童福祉週間標語募集

◎応募締切　10 月 20 日（月）
◎募集内容
　元気で頑張る子どもたちを応援する
標語や、未来に向けての子どもたちか
らのメッセージとなる標語。

■問（一財）こども未来財団
℡０３（５５１０）１８３３
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★
江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★

★
新
１
年
生
に
「
就
学
前
健
康
診
断
」

を
実
施
し
ま
す

　

来
年
４
月
に
市
内
小
学
校
に
入
学
予

定
の
お
子
さ
ん
（
平
成
20
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対

象
に
、
就
学
先
の
小
学
校
で
、
就
学
前
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

◎
各
小
学
校
の
健
康
診
断
日
程

　

桜
江
小
学
校　

10
月
15
日

（水）

　

郷
田
小
学
校　

10
月
16
日

（木）

　

川
波
小
学
校　

10
月
24
日

（金）

　

津
宮
小
学
校　

10
月
27
日

（月）

　

渡
津
小
学
校　

10
月
29
日

（水）

　

高
角
小
学
校　

10
月
30
日

（木）

　

江
津
東
小
学
校　

11
月
20
日

（木）

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
代
理
の
人
が

必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
の
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
別

途
保
護
者
宛
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。９

月
30
日
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
学
前
健
康
診
断
■問
学
校
教
育
課
学
事
係

℡
（
５
２
）
７
４
９
５

★

防
災
マ
ッ
プ
で

あ
な
た
の
安
全
の
確
認
を

　

江
津
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
市
内

の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
浸
水
想
定
区

域
を
掲
載
し
た
「
江
津
市
防
災
マ
ッ
プ
」

を
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の
周

辺
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
今
一

度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

江
津
市
防
災
マ
ッ
プ
は
江
津
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。URL

はhttp://w
w

w
.city.gotsu.

lg.jp/139.htm
l

で
す
。

防
災

■問
総
務
課
防
災
係
（
内
線
１
３
１
２
）

「
都
市
計
画
道
路　

福
光
浅
利
線
」

事
業
計
画
説
明
会

　
「
都
市
計
画
道
路  

福
光
浅
利
線
」
は
、

大
田
市
温
泉
津
町
と
江
津
市
松
川
町
を

結
ぶ
高
規
格
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
９

号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。
都
市
計
画
原
案
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
事
業
計
画
説
明
会
を
開
催
し
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

◎
日
時　

10
月
23
日

（木）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

◎
場
所　

都
治
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー

高
規
格
道
路

景
観
条
例
と
屋
外
広
告
物
の

届
出
は
江
津
市
へ

　

江
津
市
で
は
10
月
１
日
の
景
観
条
例

施
行
に
伴
い
、
一
定
規
模
の
建
築
行
為

な
ど
が
対
象
と
な
る
届
出
先
の
窓
口
が
、

県
か
ら
本
市
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
で
は
良
好
な
景
観
形
成

な
ど
を
目
的
に
屋
外
広
告
物
条
例
を
定

め
、
各
市
町
村
で
設
置
許
可
申
請
受
け

付
け
や
違
反
広
告
物
対
策
を
行
う
な
ど
、

必
要
な
規
制
・
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
計
画
す
る
際
、
屋
外
に
看
板

や
ポ
ス
タ
ー
を
設
置
す
る
場
合
は
、
種

類
に
応
じ
た
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

基
準
を
参
考
に
良
好
な
景
観
形
成
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

景
観
・
屋
外
広
告
物
■問 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

 

℡
（
５
２
）
７
４
９
０

■問 国土交通省浜田河川国道事務所調査設計課
　　℡ 0855（22）2480
　江津市都市計画課　℡（52）7490

江津市図書館　 52-0551 桜  江  分  館　 92-0300

Welcome to Library 　図書館においでよ！

読書習慣（読書週間）、始める。
ことしも、秋の読書週間（10 月 27 日～ 11 月９日）がやってきます。
読書習慣（週間）で、心のパワーをつけましょう。図書館でもイベントを開催します！

「蔵書印」作り（消しゴムハンコ）

　あなたの本に、あなたの本である証明「蔵書印」を押して、コレクションを充実させ
ましょう。
★日時：11 月 1 日（土）午後 3 時～
★場所：江津市図書館本館
★講師：イラストレーター みはしたかこさん
　　　　　（図書館利用案内の表紙の絵をかいてくださっています）
★定員：15 人程度（要申込）参加無料　小学校高学年以上
※カッターナイフをご持参ください。
　刃物を使いますので、小さいお子様はご遠慮ください。

ブックコート体験会

　本をより丈夫に、そしてキレイに保ってくれるブ
ックコート（ビニールのカバー）。あなたのお気に
入りの一冊にカバーを掛けてみませんか？
★日時：11 月 8 日（土）午後 2 時～
★場所：桜江分館　新聞閲覧コーナー
★定員：10 人程度　要申込
※カバーのついている本を一冊（縦 23 ㎝まで）ご
持参ください。

としょかんマスコット名称募集

　図書館まつりで活躍してい
た職員手作りのぬいぐるみ、来
年度一年間は図書館マスコッ
トとして活動してもらいます。
　そこで、本館、分館それぞれ
のかわいいマスコットの名称
を募集します。応募箱を設置
しますので、お気軽に応募して
ください。

※採用された人の中から、
抽選で本館・分館各 1 人
に図書カード（1,000 円
分）をプレゼントします。
　発表は、館報「洗心」
11 月号で行います。

【休館日】　毎週火曜日（7 日、14 日、21 日、28 日）
【特別休館日】９月 29 日（月）～ 10 月 4 日（土）　
※休館中や早朝、夜間の返却には、返却ポストをご利用ください。
必ず、備え付けの用紙にお名前などをご記入ください。大型絵本、
CD、DVD、紙芝居の返却はカウンターでお願いします。

本館

分館
図書館、あれこれ

Ｑ．江津の図書館で、探している本がない場合はどうす
るの？読みたい本は、見られないの？

Ａ．まず、島根県内の図書館にあるかどうかお探ししま
す。ない場合は、中国地方、それから全国の図書館から
探し出します。見つけ次第、取り寄せます。（ただし、県
外から取り寄せる場合は送料をご負担願います）
　また、リクエストが多い場合や今後も他の人に利用が
見込まれる場合、予算内で購入することもあります。
※リクエストにお応えできない場合もございます。
　現在90％を超えるリクエストにお応えできています。
　これからも全力で、図書館員が探します！

絵本作家・松岡達英さん（『ぴょーん』『あまが
えるりょこうしゃ』など）を招いての野外教室

　「見て！触って！ホンモノの世界！！」

～自然を観察しながら描いてみよう！～

☆日時　10 月４日（土）午前 10 時～正午
☆場所　少年自然の家

イベントその１

イベントその２ イベントその３

　
イ ベ ン ト １ ～

３の募集期間（共
通）10 月 5 日（日）

～ 30 日（木）　
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不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

10
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不

可
。一
般
家
庭
の
燃
え
な
い
ご
み
の

み
が
対
象
で
、
有
料
で
す
。必
ず
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
３
２
１

個
人
に
よ
る
墓
地
の
設
置

に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

個
人
が
自
己
ま
た
は
自
己
の
親
族

の
た
め
の
墓
地
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
市
が
定
め
る
規
則
に
従
っ

て
申
請
し
、
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■申
■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
１
１
８
・
１
１
１
９
）

10
月
20
日

（月）
～
26
日

（日）
は

行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
制
度
は
、
国
な
ど
の
行

政
機
関
の
仕
事
や
手
続
き
に
つ
い
て

の
相
談
や
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い

を
し
、
行
政
運
営
の
改
善
を
進
め
る

制
度
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
利
用

促
進
の
た
め
、
毎
年
10
月
に「
行
政
相

談
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。江
津
市
で

は
本
藤
繁
夫
さ
ん
と
大
石
武
博
さ
ん

が
相
談
員
と
な
り
、
29
ペ
ー
ジ
の
日

程
で
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

手
で
持
た
な
い
で
！

動
物
駆
逐
用
煙
火
の

使
用
に
注
意
を

　
「
引
揚
式
動
物
駆
逐
用
煙
火
」
が

破
裂
し
、
指
を
欠
損
す
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
使
用
の
際
は
、
絶
対

に
直
接
手
で
持
た
ず
、
地
上
に
固
定

す
る
か
専
用
ホ
ル
ダ
ー
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

使
用
方
法
、
使
用
上
の
注
意
を
守
り
、

安
全
な
取
り
扱
い
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

■問
江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部

℡
（
５
２
）
０
１
１
９

来
年
は

国
勢
調
査
の
年
で
す

　　

総
務
省
統
計
局
と
島
根
県
、
江
津

市
は
、平
成
27
年
10
月
１
日
に
、国
勢

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
国
内
す
べ
て
の
人
と

世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
る
、
日
本
で

最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。調
査

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
回
答
な

ど
、
調
査
の
方
法
が
進
化
し
ま
す
。詳

し
く
は
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

http://kokusei2015.stat.go.jp/

■問
総
務
課
情
報
統
計
室

　
（
内
線
１
２
７
２
）

住
民
票
に
ア
パ
ー
ト
名
も

記
載
で
き
ま
す

　

江
津
市
で
は
、
平
成
23
年
11
月
か

ら
、
申
し
出
の
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
、

住
民
票
に
ア
パ
ー
ト
名
、
居
室
番
号

な
ど
の
方
書
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

方
書
の
記
載
は
、転
入
・
転
居
の
届

出
時
の
ほ
か
、都
度
、申
し
出
に
よ
っ

て
も
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

方
書
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
市
役
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
、
よ
り
確

実
に
お
手
元
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■問
市
民
生
活
課
市
民
係

℡
（
５
２
）７
４
８
２

難
病
相
談

◎
日
時　

10
月
９
日

（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
対
象
疾
患　

神
経
内
科
（
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
、脊
髄
小
脳
変
性
症
、多
系

統
委
縮
症
な
ど
）

◎
担
当
医　

島
根
県
立
大
学

　

神
経
内
科　

山
下
一
也  

先
生

◎
費
用　

無
料　
　
　
　
　

◎
要
予
約

■申
■問
浜
田
保
健
所
医
事
難
病
支
援
課

　

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
５
４

有　

料　

広　

告

く
ら
し
の
広
場

催　

し

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

江津市役所
　℡（５２）２５０１

困
っ
た
と
き
に
ご
相
談
を

警
察
相
談
専
用
電
話

　

悪
質
商
法
、ヤ
ミ
金
、特
殊
詐
欺
、

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
、児
童
・
高
齢

者
虐
待
な
ど
困
り
事
が
あ
れ
ば
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
電
話
番
号　
「
＃
９
１
１
０
」

　

ま
た
は
、

　

０
８
５
２
（
３
２
）９
１
１
０

◎
受
付
時
間
（
平
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
夜
間
、土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
、年

末
年
始
で
あ
っ
て
も
お
急
ぎ
の
場
合

は
当
直
員
が
対
応
し
ま
す
。

■問
江
津
警
察
署

　

℡
（
５
２
）０
１
１
０

（
無
料
）全
国
一
斉

法
務
局
休
日
相
談
所

◎
日
時　

10
月
５
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◎
場
所　

松
江
地
方
法
務
局

　
　
　
　

浜
田
支
局

◎
相
談
内
容　

相
続
、贈
与
▽
任
意

後
見
契
約
▽
土
地
の
境
界
▽
家
庭
内

の
も
め
ご
と
▽
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

◎
相
談
員　

法
務
局
職
員
、公
証
人
、

司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
な
ど

※
電
話
予
約
の
上
、ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■問
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
９
５
９

行
政
書
士
無
料
相
談

◎
日
時　

10
月
17
日

（金）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◎
場
所　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
１
階

◎
相
談
内
容　

相
続
▽
遺
言
▽
農
地

転
用
▽
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど

■問
島
根
県
行
政
書
士
会
（
大
田
）

℡
０
８
５
５
（
２
３
）１
５
６
９

10
月
１
日
～
７
日
は

「
公
証
週
間
」で
す

　

公
正
証
書
は
、国
か
ら
任
命
さ
れ

た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人
が

作
成
す
る
公
文
書
で
、法
的
紛
争
の

予
防
と
解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す
。
ご

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◎
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

◎
10
月
の
「
日
曜
無
料　

相
続
・
遺

言
な
ど
の
各
種
公
証
法
律
相
談
」　

10
月
５
日

（日）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
要
予
約
）

■問
浜
田
公
証
役
場

℡
０
８
５
５
（
２
２
）７
２
８
１

10
月
の

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
１
日

（水）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
６
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
28
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
江
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
和
室
」
会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

☆
９
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　

℡
（
５
２
）７
４
８
６

江
津
市
共
同
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
余
芸
大
会

出
演
者
を
募
集
中

◎
日
時　

１
月
11
日

（日）

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー 

◎
募
集
対
象　

楽
し
く
演
じ
て
い
た

だ
け
る
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務

の
人
お
よ
び
団
体 

◎
募
集
演
目　

寸
劇
、
コ
ン
ト
、
踊

り
、コ
ー
ラ
ス
、楽
器
演
奏
、手
品
、神

楽
な
ど 

◎
申
込
締
切　

10
月
31
日

（金） 

■申
■問
江
津
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
（
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

℡
（
５
２
）２
４
７
４ 

合
併
10
周
年
・
江
津
市
制
施
行
60

周
年
記
念
ご
う
つ
秋
ま
つ
り

出
店
者
・
出
演
者
募
集
！

　

11
月
16
日

（日）
に
総
合
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
す
る
、
ご
う
つ
秋
ま
つ
り

の
出
店
者
と
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。市
役
所
商
工
観
光

課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
江
津
商
工
会
議
所
・
桜
江
町
商
工

会
の
会
員
は
、
江
津
商
工
会
議
所
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
締
切　

10
月
15
日

（水）

■問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

℡
（
５
２
）７
４
９
４

こ
こ
ろ
の
健
康

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
者
募
集

◎
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
が
あ
り
、
原
則
４
回
の
講
座
を
全

て
受
講
で
き
る
人

◎
日
時
（
全
４
回
）

　

10
月
28
日

（火）
～
11
月
26
日

（水）

◎
内
容　

講
義
▽
施
設
体
験
実
習
▽

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

◎
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◎
受
講
料　

無
料

◎
申
込
締
切　

10
月
17
日

（金）　

■申
■問
浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
５
０

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し
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求
職
者
が
対
象
で
す

訓
練
生
募
集

◎
科
目　

Ｏ
Ａ
経
理
科
（
川
本
）

◎
対
象　

求
職
者

◎
内
容　

初
心
者
を
対
象
に
、一
般

事
務
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、経

理
事
務
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◎
募
集
定
員　

15
人

◎
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
、保
険
料
な
ど
１
万
８
０
０
０

円
程
度
別
途
必
要
で
す
）

◎
訓
練
場
所

　

島
根
県
川
本
合
同
庁
舎
２
階

（
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
）

◎
訓
練
期
間　

　

12
月
２
日

（火）
～
３
月
31
日

（火）

◎
申
込
締
切　

11
月
４
日

（火）

◎
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て

所
定
の
用
紙
で
申
し
込
み

■問
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

℡
０
８
５
６
（
２
２
）２
４
５
０

　

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
７
２
）３
５
２
６

県
民
い
き
い
き
活
動
奨
励
賞

候
補
団
体
を
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
グ
ル
ー
プ
、青
少

年
の
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
県
民
い

き
い
き
活
動
の
う
ち
、特
に
優
れ
た

活
動
を
知
事
表
彰
し
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

10
月
31
日

（金）

■問
島
根
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
室

℡
０
８
５
２
（
２
２
）５
０
９
６

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

◎
業
務
内
容　

草
刈
り
、せ
ん
定
な

ど
臨
時
的
か
つ
短
期
的
ま
た
は
そ
の

他
軽
易
な
業
務

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、安
定
し
た
就
業
・
所

得
を
目
的
と
し
な
い
人

◎
入
会
説
明
会　

・
日
時　

10
月
16
日

（木）午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
和
木
町
）

※
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

江
津
市
合
併
10
周
年
・

市
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典

◎
日
時　

10
月
１
日

（水）　

　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

　

式
典
で
は
、市
政
功
労
表
彰
、感
謝

状
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、式
典
開
始
時
に
は
、高
角

有　

料　

広　

告

小
学
校
全
校
児
童
に
よ
る
石
見
相
聞

歌
の
朗
唱
、ま
た
、式
典
最
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
江
津
市
民
混
声
合

唱
団
、
江
津
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
夢

咲
く
ま
ち
」
作
曲
者
の
す
や
ま
と
し

お
氏
が
出
演
し
ま
す
。

■問
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
１
２
）

平
成
26
年
度

江
津
市
文
化
祭

【
展
示
部
門
】

◎
日
時　

11
月
１
日

（土）
～
３
日

（月）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
内
容　

書
道
▽
写
真
▽
絵
画
▽
水

墨
画
▽
短
歌
▽
俳
句
▽
川
柳
▽
彫
刻

▽
工
芸
▽
陶
芸
▽
盆
栽
▽
さ
つ
き
▽

生
花
▽
お
茶
席
（
無
料
）な
ど

【
芸
能
部
門
】

◎
日
時　

11
月
３
日

（月）

　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
内
容　

日
本
舞
踊
▽
大
正
琴
▽
コ

ー
ラ
ス
▽
琴
尺
八
な
ど

「
裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部

　

創
立
60
周
年
記
念『
吉
祥
』茶
会
」

◎
日
時　

10
月
19
日

（日）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

丸
惣
研
修
場
（
コ
メ
リ
奥
）

■問
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部

℡
（
５
２
）３
３
７
７

第
20
回
記
念

石
も
ひ
と
役
展

　

今
年
も
多
く
の
力
作
が
揃
い
ま
し

た
。傑
作
・
秀
作
・
珍
作
の
数
々
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

10
月
８
日

（水）
～
13
日

（月）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
6
時

◎
会
場　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル

　
　
　
（
１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

■問
石
も
ひ
と
役
実
行
委
員
会

　
（
代
表
・
田
中
）℡

（
５
２
）５
８
５
５

高
齢
者
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

キ
ラ
リ
☆
ま
め
な
作
品
展

　

市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ

ア
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
が
、
１

年
間
か
け
て
作
成
し
た
絵
画
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◎
日
時　

10
月
１
日

（水）
～
８
日

（水）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

◎
場
所　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
（
入
場
無
料
）

■問
健
康
医
療
対
策
課
包
括
支
援
係

℡
（
５
２
）７
４
８
８

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

江
津
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」

（
津
宮
小
学
校
）

　

小
学
生
が
赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り

を
通
じ
て
、
小
さ
な
命
に
感
動
す
る

心
、
親
へ
の
感
謝
や
人
へ
の
思
い
や

り
、
生
き
る
勇
気
を
育
む
こ
と
を
目

的
に「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」を
開
催
し

ま
す
。

◎
内
容
・
日
時

「
第
２
回
赤
ち
ゃ
ん
と
の

　

関
わ
り
体
験
授
業
」

　

10
月
10
日

（金）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

◎
場
所　

津
宮
小
学
校

◎
講
師　

鳥
取
大
学
医
学
部
・
教
育

支
援
室
准
教
授　

高
塚
人
志 

氏

◎
参
加
費　

無
料

■問
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ゃ
い
る
ど
り
ー
む

　

℡
・
FAX
（
５
２
）０
５
６
９

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
教
室

　

赤
ち
ゃ
ん
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と

り
な
が
ら
遊
び
、
親
子
の
絆
を
深
め

て
も
ら
お
う
と「
赤
ち
ゃ
ん
教
室
」を

開
催
し
ま
す
。参
加
希
望
の
人
は
バ

ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

10
月
15
日

（水）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

◎
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

◎
講
師　

寺
嶋
直
子
氏
（
国
際
イ
ン

フ
ァ
ン
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
認
定
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
／
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
公
認
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講

師
）（
の
ぞ
み
保
育
園
看
護
師
）

◎
参
加
費　

無
料

■問
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ゃ
い
る
ど
り
ー
む

℡
・
FAX
（
５
２
）０
５
６
９

認
知
症
予
防
講
演
会

　

認
知
症
が
ど
ん
な
病
気
な
の
か
を

知
り
、
認
知
症
に
な
り
に
く
い
暮
ら

し
の
工
夫
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
日
時　

10
月
27
日

（月）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
内
容　
「
認
知
症
予
防
の
最
新
情

報
」（
講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
教

授　

浦
上
克
哉
医
師
）

◎
定
員　

４
０
０
人

　
　
（
参
加
無
料
。申
し
込
み
不
要
）

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

（
内
線
１
２
５
２
）

　

包
括
支
援
係
℡
（
５
２
）７
４
８
８

福
祉
講
演
会

「
地
域
で
支
え
る高

齢
社
会
」

◎
日
時　

11
月
２
日

（日）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

◎
場
所　

い
わ
み
ー
る

　
　
　
（
浜
田
市
野
原
町
）

◎
講
師　

村
田
幸
子
氏
（
福
祉
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）

◎
定
員　

２
０
０
人

　
　
　
（
申
込
不
要
・
整
理
券
な
し
）

◎
参
加
費　

無
料

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

℡
０
８
５
５
（
２
５
）０
１
６
０

島
根
県
難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
浜
田

　

難
病
の
新
し
い
制
度
や
治
療
研
究

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
日
時　

10
月
11
日

（土）

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
～
４
時

◎
場
所

　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
野
原
町
）

◎
内
容　

難
病
新
法
の
説
明
▽
患
者

会
活
動
、
療
養
支
援
具
の
紹
介
▽
講

演「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
治
療
へ
の
期
待
」島

根
大
学
医
学
部
付
属
病
院　

小
黒
浩

明
先
生

◎
費
用　

無
料　
　
　
　
　

■問
浜
田
保
健
所
医
事
難
病
支
援
課

　

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
５
４

島
根
整
肢
学
園

江
津
清
和
養
護
学
校

第
40
回 

学
園
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
と
し
も
恒
例
の
学
園
祭
を
開
催

し
ま
す
。演
芸
大
会
、
和
太
鼓
、
演
奏

会
、
石
見
神
楽
な
ど
の
多
彩
な
催
物

や
模
擬
店
を
準
備
し
、
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
日
時　

 

10
月
25
日

（土）
、 

26
日

（日）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◎
場
所

　

西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

■問
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー 

℡
（
５
２
）２
４
４
２  

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

◎
内
容　

求
人
・
求
職
相
談
、

　
　
　
　

看
護
情
報
の
提
供
な
ど

◎
日
時　

10
月
15
日

（水）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

※
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催

◎
場
所　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

◎
担
当
者　

高
橋
百
合
子
さ
ん

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

浜
田
法
人
会
特
別
講
演
会

 

◎
日
時　

11
月
６
日

（木）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

◎
場
所

　

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◎
講
師　

富
坂
聰
氏

（
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
教
授
）

◎
演
題　
「
日
本
人
の
知
ら
な
い

中
国
の
現
実
」

◎
参
加
料　

無
料
（
定
員
１
５
０
人
）

◎
要
事
前
申
込

■申
■問
（
公
社
）浜
田
法
人
会

℡
０
８
５
５
（
２
３
）８
０
６
０

FAX
０
８
５
５
（
２
３
）８
０
６
１

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

市県民税 （３期）の納期限は 10 月 31 日 （金）です
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有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

くらしの広場（無料相談・断酒会・納付・各種統計・寄付など）

　　10 月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場
20 日（月）9：00 ～ 12：00
市役所２階　第６会議室
行政相談

江津会場
20 日（月）9：00 ～ 12：00
市役所１階　市民相談室

桜江会場
15 日（水）9：00 ～ 12：00
コミュニティセンター和室
消費生活相談

日時 ７日（火）  、21 日（火） 
9：00 ～ 12：00

場所 市役所１階　市民相談室
交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約　℡ 0855（29）5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

こころの健康相談

日時 15 日（水）14：00 ～ 16：00
場所 市役所２階　第５会議室

備考 要予約　℡ 0855(29)5550
浜田保健所

サポステ浜田　就労相談

日時 ３日（金）13：00 ～ 15：00
場所 人権啓発センター

備考
要予約　℡ 0855（22）6830
（しまね西部若者サポート

　ステーション）

ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）
※要予約

9 日（木）13：00 ～ 15：00

市社会福祉協議会
一般相談
（桜江会場）
※要予約

21 日（火）13：30 ～ 15：45

コミュニティセンター研修室
一般相談
（江津会場）
※要予約

24 日（金）9：00 ～ 12：00

市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）通年
※祝日・年末年始は除く

市社会福祉協議会
備考 予約・問合　℡（52）6710

　　10 月の断酒会

江津保健センター

開催日 2 日・9 日・23 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター

開催日 16 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00
■問 佐々井勉℡ 090 （8715） 8679

　  豊田康弘℡ 080 （1904） 8154　

　　市税などの納付

日曜日の納付・納付相談

日時 ５日（日）
9：00 ～ 12：00

場所 市役所１階保険年金課窓口

対象
①市税（市県民税、固定資
産税、軽自動車税）
②国民健康保険料

納付期限

市県民税 （３期） 10 月 31 日（金）

　　交通事故の発生状況
（８月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者

江
津
市

26　年 28 0 32

25　年 21 1 26

前年比 7 -1 6

県
内

26　年 1017 16 1178

25　年 1084 17 1291

前年比 -67 -1 -113

　　人口・世帯数（８月末現在）

種別 人数・世帯数 前月比

総人口 25,090 -43

男 11,608 -11

女 13,482 -32

世帯数 11,641 -10

市民生活課調べ

　　火災・救急・救助の件数
（８月末現在・江津消防署管内）

種別 月の件数 年間合計

火災 0 11

救急 124 787

救助 2 11

　  江津市の物価の動き

（消費者友の会・物価調査係調べ）

品名 単位 平均

島根県産コシヒカリ 10 ㎏ 4,461 円
ＬＰガス 10 ㎥ 8,010 円

砂糖　上白袋入 １㎏ 247 円
鶏卵　Ｌサイズ 10 個 255 円

牛乳 １Ｌ 247 円
灯油（店頭価格） 18 Ｌ 2,009 円

ガソリン（レギュラー） １Ｌ 172 円
８月１日現在市内平均（税込）価格
※特売は含みません。

　　ありがとうございます
（８月 29 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付（香典返し寄付）
▽敬川・和田功さん（故千年さん）▽二宮・
瀧山高子さん（故勲さん）▽嘉久志・大﨑
邦孝さん（故サトヱさん）▽二宮・長谷川
淳さん（故裕司さん）▽都野津・魚本一人
さん（故イサ子さん）▽二宮・佐々木和明
さん（故静枝さん）▽江津・盆子原勝さん

（故静子さん）▽嘉久志・田中満さん・（故
良男さん）▽桜江・髙橋造さん（故ミチコ
さん）▽後地・森郁夫さん（故百合枝さん・
故祥子さん）

一般の寄付

▽浅利・紅藤静公会　会主　藤蔭公緒

※掲載をご了承いただいた人について掲載
しています。印刷上表記できない漢字は、
常用漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

議
会
報
告
会
を
開
催

　

改
選
後
初
め
て
の
議
会
報
告
会
を

４
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

◎
日
時
・
場
所

▽
江
津
本
町
甍
街
道
交
流
館

　

10
月
18
日

（土）

▽
波
積
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

10
月
25
日

（土）

▽
波
子
公
民
館　

10
月
31
日

（金）

▽
市
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

11
月
１
日

（土）

◎
時
間

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
８
時
30
分

■問
議
会
事
務
局

℡
（
５
２
）７
４
９
８

シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎
講
習

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
必
要
な
お
仕
事

を
希
望
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
が
、

働
く
き
っ
か
け
と
な
る
た
め
の
講
習

で
す
。実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、
約
50

％
の
人
が
早
期
に
就
職
し
ま
し
た
。

◎
対
象
者　

55
歳
以
上
の
人

◎
受
講
料

　

無
料
（
国
の
委
託
事
業
に
よ
る
）

◎
日
時　

11
月
13
日

（木）
～
28
日

（金）

　
　
　
　
（
う
ち
平
日
11
日
間
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◎
場
所　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

◎
定
員　

15
人

◎
申
込
締
切　

10
月
30
日

（木）

■問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

連
合
会　

江
津
分
室

℡
（
５
２
）１
６
１
６

滝
は
ど
う
し
て
で
き
る
？ 

龍
頭
ヶ
滝
の
で
き
か
た
展 

　

桜
江
町
川
越
に
あ
る
龍
頭
ヶ
滝
と

そ
の
下
流
域
の
谷
川
は
浸
食
作
用
が

激
し
く
、
現
在
で
も
成
長
し
て
い
る

現
在
進
行
形
の
滝
で
す
。

◎
日
時　

10
月
26
日
～
12
月
14
日
ま

で
の
毎
週
日
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

◎
場
所

　

小
さ
な
自
然
館
（
桜
江
町
大
貫
）

■問
小
さ
な
自
然
館℡

（
９
３
）０
７
９
５

石
見
智
翠
館
高
校

精
華
女
子
高
校
（
福
岡
）

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
常
連

の
精
華
女
子
高
校
と
石
見
智
翠
館
高

校
の
吹
奏
楽
部
が
共
演
し
ま
す
。

◎
日
時　

10
月
12
日

（日）
午
後
２
時
～

◎
場
所　

大
田
市
民
会
館
（
大
田
市
）

◎
入
場
料　

中
学
生
以
下
７
０
０
円

　
　
　
　
　

一
般
１
５
０
０
円

◎
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル

▽
大
田
市
民
会
館
▽
石
央
文
化
ホ
ー
ル

な
ど

■問
石
見
智
翠
館
高
校
吹
奏
楽
部

℡
（
５
２
）２
４
５
７

島
根
県
立
大
学

海
遊
祭

◎
開
催
日　

10
月
12
日

（日）
、13
日

（祝）

◎
場
所

　

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

◎
内
容　

華
の
県
大
生
（
今
年
も
決

め
ま
す
県
大
の
顔
！
）
▽
轟
海
Ｂ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
▽
模
擬
店
、地
域
物
産
店
、フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
他
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
、
階
段
ア
ー
ト
な
ど
会
場
装
飾
も

お
楽
し
み
に
！

■問
第
15
回
海
遊
祭
実
行
委
員
会

℡
０
９
０
（
８
０
６
２
）３
１
８
２

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
体
験
会

　

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
公
認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー

の
伊
藤
義
昭
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て

の
体
験
会
で
す
。ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ

ル
（
無
料
）も
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け

付
け
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

11
月
９
日

（日）

　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

◎
参
加
費　

無
料

◎
場
所　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
集
合
（
浜
田
市
国
分
町
）

◎
準
備　

ポ
ー
ル
（
あ
れ
ば
）、
動
き

や
す
い
服
装
（
タ
オ
ル
、飲
み
物
、着

替
え
、雨
具
）

◎
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

◎
申
込
方
法　

電
話
連
絡

◎
申
込
締
切　

10
月
31
日

（金）

■申
■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

ア
ク
ア
ス
探
検
隊
！

10
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
シ
ロ
イ
ル
カ
や
サ
メ
の

　
「
ご
は
ん
」
を
食
べ
て
み
よ
う

◎
日
時　

10
月
11
日

（土）
～
13
日

（祝）

　
　
　
　

午
前
11
時
～

※
な
く
な
り
次
第
終
了

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内

◎
定
員　

各
日
先
着
５
０
０
人

☆
ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座

「
石
州
和
紙
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

  

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り
」

◎
日
時　

10
月
５
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
対
象　

ど
な
た
で
も
（
参
加
無
料
）

◎
定
員　

30
人
（
要
事
前
申
込
）

海
の
生
き
物
教
室

「
身
近
な
野
鳥
を
観
察
し
よ
う
」

◎
日
時　

10
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
対
象　

ど
な
た
で
も
（
参
加
無
料
）

◎
定
員　

30
人
（
要
事
前
申
込
）

※
申
し
込
み
は
電
話
（
０
８
５
５-

２
８-

３
６
１
４
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か

ら■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４
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日本イロハ感想記小
シャオ

夏
シャ

の

～
昔
遊
び
～

　

夏
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
面
白
い
動
画
を

見
ま
し
た
。広
島
県
廿
日
市
市
で
行
わ
れ
た

「
け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
の
動
画
で
す
。

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
世
界
各
国
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
一
堂
に
集
ま
り
、
音
楽
に
合
わ

せ
な
が
ら
、
華
や
か
な
技
を
次
々
と
披
露
し

て
い
ま
し
た
。と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。

　

け
ん
玉
を
初
め
て
見
た
の
は
、
中
国
の
大

学
に
い
た
時
で
す
。日
本
人
留
学
生
の
友
達

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。友
達
は

こ
れ
が
日
本
の
昔
遊
び
だ
と
紹
介
し
、
皿
に

玉
を
乗
せ
る
な
ど
の
遊
び
方
も
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。私
も
さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
ま
し
た

が
、
玉
が
皿
に
当
た
る
と
す
ぐ
に
跳
ね
て
落

ち
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で

友
達
は
玉
を
受
け
る
時
に
ひ
ざ
を
曲
げ
た
ほ

う
が
い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し

た
。教
え
通
り
に
や
っ
て
み
る
と
、
玉
が
本
当

に
皿
に
乗
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
も
自
分
で
練
習
し
、
剣
先
で
玉
を
受

け
る
な
ど
の
技
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。け

ん
玉
が
大
学
時
代
の
楽
し
い
思
い
出
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

　

江
津
に
来
て
、
交
流
活
動
で
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
お

か
げ
で
、
多
く
の
日
本
の
昔
遊
び
を
知
り
ま

し
た
。以
前
ロ
シ
ア
の
子
ど
も
民
謡
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
が
江
津
を
訪
れ
た
と
き
、
高
角

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
日
本
の
昔
遊
び
で

交
流
し
ま
し
た
。そ
の
時
、
竹
馬
や
紙
相
撲
な

ど
の
遊
び
を
初
め
て
見
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
で
同
じ
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。私

も
市
内
の
小
学
校
や
保
育
園
を
訪
問
す
る

時
、
中
国
の
昔
遊
び
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。中
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な

昔
遊
び
が
あ
り
、
代
表
の
一
つ
は
ジ
ェ
ン
ズ

（
写
真
）
で
す
。ジ
ェ
ン
ズ
は
形
が
日
本
の
羽

根
突
き
の
羽
根
に
似
て
い
て
、
遊
び
方
が
蹴

鞠
に
似
て
い
ま
す
。２
０
０
０
年
前
に
誕
生

し
た
遊
び
で
す
が
、
現
在
で
も
高
い
人
気
が

あ
り
、
私
も
子
ど
も
の
頃
は
よ
く
近
所
の
友

達
と
集
ま
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

体
を
動
か
し
た
り
、
友
達
と
や
り
取
り
し

な
が
ら
楽
し
む
昔
遊
び
に
は
、
ゲ
ー
ム
機
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
宅
内
で
の
遊
び
に
は
な
い

魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

年金だより 保険年金課医療年金係　℡（５２）７４８３

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
・
学
生
納
付
特
例
申
請
は
、

所
得
に
つ
い
て
審
査
し
て
い
ま
す
。
所
得
に
係
る
税
の
申
告

が
行
わ
れ
て
い
な
い
人
（
未
申
告
者
）に
つ
い
て
は
、所
得
の

申
し
立
て
の
確
認
や
税
の
申
告
手
続
き
の
た
め
、こ
れ
ま
で

は
免
除
申
請
の
申
請
受
け
付
け
や
審
査
が
遅
れ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
法
律
の
改
正
に
よ
り
、未
申
告
で
あ
る
場
合
の

受
け
付
け
や
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
申
告
の
た
め
、免
除
申
請
が
遅
れ
て
い
る
人
や
申
請
が

却
下
さ
れ
た
人
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
未
申
告
で
あ
る
こ
と
や
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
を

年
金
事
務
所
な
ど
で
確
認
を
行
い
ま
す
。（
配
偶
者
・
世
帯

主
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
す
）

※
「
所
得
に
関
す
る
申
立
書
」が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
改
正
は
、税
の
申
告
の
取
り
扱
い
を
変
更
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
法
で
の
取
扱
い
に
基
づ
き
申
告
を
行

う
よ
う
促
し
、税
の
手
続
き
が
完
了
し
て
か
ら
免
除
の
審
査

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■問
浜
田
年
金
事
務
所　
　

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
６
７
３

江津市国際交流員

夏
シ ャ

　瑞
ル イ

紅
ホ ン

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１
●図休館日
●総合併 10 周年・市

制施行 60 周年記
念式典（26）

２
●図休館日
●子休館日
●サ定休日
●保断酒会（29）
●総江津工業高校学

園祭

３
●図休館日
●人就労相談（29）
●総司法書士無料法

律相談
●子お楽しみの日
　「３Ｂ体操」

10：00 ～ 11：00

４
●図休館日

５
●役納付相談（29）
●中市スポ少運動会
●中中国都市対抗野

球市予選
●総みずほ楽器ピア

ノ発表会
◆メンズ・セミナー
　　（波子公民館）

６
●済子宮頸がん検診

７
●図休館日
●相消費相談（29）
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診

８
●保 3 歳児健診
　対象：平成 23 年

５月～６月生まれ
●グ石もひと役展

（～ 13 日）（26）

９
●社法律相談（29）
●子休館日
●サ定休日
●保断酒会（29）
●保難病相談（24）

１０
◆赤ちゃん登校日
　「第２回関わり体

験」（27）（津宮小）

●総江津工業高校開
校 80 周年記念式
典

１１
●中市中学新人総体

１２ １３
●子休館日
●中市民スポーツフ

ェスティバル
●じしまね食育まつ

り in 江津（17）

１４
●図休館日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
●子ほかほかおもち

ゃサークル
「手袋人形」

10：00 ～ 11：30

１５
●コ行政相談（29）
●役こころの
　　健康相談（29）
●中市ＧＧ協会秋季

大会
●子赤ちゃん教室　　
　　　　　　（27）
「ベビーマッサージ」

10：00 ～ 11：30

１６
●子休館日
●サ定休日
●桜断酒会（29）
◆子宮頸がん検診
（和木・敬川・二宮・

都野津・跡市・有
福）

１７
●子お楽しみの日
「ハロウィンお買い

ものごっこ」
10：00 ～ 11：00

●グ行政書士無料法
律相談（25）

◆子宮頸がん検診
（波子・嘉久志・渡津）

１８
●中県高校野球一年

大会（～ 19 日）
●総みずほ楽器ピア

ノ発表会（～ 19
日）

●子絵本の
　読みかたりの日

10：00 ～ 11：00

◆議会報告会（28）

体育の日
１９
●中市Ｐ連球技大会

２０
●役人権相談（29）
●相行政相談（29）
●中協会創立記念Ｇ

Ｂ大会
●済子宮頸がん検診
◆胃がん検診
　　（川越・松川）

２１
●図休館日
●相消費相談（29）
●コ一般相談（29）
●役食事相談（16）
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
●桜乳幼児相談日、離

乳食教室
9：30 ～ 12：00

２２
●子乳幼児相談
　・おっぱい相談
　　9：30 ～ 12：00

２３
●子休館日
●サ定休日
●保断酒会（29）
●総江津市小中学校

音楽会

２４
●社一般相談（29）
●中県高校ソフトテ

ニス新人戦（～
26 日）

●子お楽しみの日
「ミニミニ運動会」

10：00 ～ 12：00

２５
●保乳がん検診
●中江の川ドッヂボ

ール（～ 26 日）
●総ヤマハエレク

トーンステージ
（～ 26 日）

◆議会報告会（28）

ごうつ食育の日

２６
●島休日開場日（24）
●中県スポ少交流大

会

２７
●済子宮頸がん検診
●中老人クラブ連合

会ＧＧ大会
●総認知症予防講演

会（27）

２８
●図休館日
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
◆胃がん検診
（渡津・江津・都野津）

２９
●子離乳食教室
　対象：初期（５～

６カ月）

◆胃がん検診
　　（波子・跡市）

３０
●子休館日
●サ定休日

３１
●子お楽しみの日
「お散歩」

9：30 ～ 12：30

◆市県民税（３期）
納期限

●子子育てサポートセンター●ササンピコごうつ●保江津保健センター●桜桜江保健センター●社社会福祉協議会●人人権啓発センター●中中央
公園●総総合市民センター●じじばさんセンター●役市役所●相市役所市民相談室●ココミュニティセンター●公公民館●島島の星クリーンセン
ター●エエコクリーンセンター●済済生会江津総合病院●図江津市図書館●ググリーンモール　　※ カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

ごうつカレンダー 10月
10 月は臓器移植普及推進月間・骨髄バンク推進月間

※要予約
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G-men
江津の元気な頑張る人たち

ジーメン

編
集
部
だ
よ
り

こ
と
し
５
月
に
公
表
さ
れ
て
以

来
、全
国
の
市
町
村
を
揺
さ
ぶ
っ

て
い
る
、日
本
創
成
会
議
の
人
口

予
測
。
島
根
県
内
で
も
、多
く
の

自
治
体
で
「
対
策
本
部
」が
立
ち

上
が
る
な
ど
し
て
い
ま
す
▽
人

口
減
少
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
く
中
、広
報
担
当
と

し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
た
末
、

今
月
号
の
特
集
を
企
画
し
ま
し

た
▽
「
江
津
に
は
元
気
に
活
動

す
る
人
が
い
る
」「
ふ
る
さ
と
の

こ
と
が
大
好
き
な
人
が
い
る
」。

紙
面
か
ら
伝
え
る
こ
と
で
「
消

え
て
た
ま
る
か
」と
い
う
気
持
ち

が
自
然
に
広
が
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。
気
が
付
け
ば
特
集
は
14

ペ
ー
ジ
も
の
長
さ
に
。
反
省
で

す
▽
さ
て
、こ
の
特
集
の
答
え
が

出
る
の
は
２
０
４
０
年
。
私
も

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
、今
と
同
じ
笑

顔
広
が
る
江
津
で
あ
る
よ
う
に
、

市
職
員
と
し
て
、そ
し
て
市
民
と

し
て
日
々
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
（
壱
岐
）

ごうつ防災メール
登録用バーコード

江津高校
神楽愛好会

　都野津町の高台に位置する江津高

校。学校に続く坂道を上っていく

と、軽快な囃子が聞こえてきました。

同校の神楽愛好会が練習する音で

す。部員はバレーボールや陸上など

他の部と掛け持ち。このため、週末

などに集まって練習を重ね、腕を磨

いています。

　現在 11 人いる部員の大半は、入部

以前に神楽の経験がありません。神

楽社中に所属するＯＢの指導を受け

ながら、姿勢など基礎から勉強しま

した。

　唯一の２年生部員、河野颯人さん

（16）は、昨夏に校内であった卒業生

によるワークショップで興味を持

ち、入部。「足の動かし方一つをとっ

ても難しいです。見ているときの印

象とは大違いでした」。経験の無さ

は向上心でカバー。練習のない日は

ＤＶＤで所作を確認するなど、日々

努力を重ねています。

　学校行事や地元高齢者の給食会な

どで上演してきた彼らに、大きな転

機が訪れたのはことし７月。広島県

安芸高田市で開催している「高校

生の神楽甲子園」に出演したのです。

神楽を舞う高校生が全国から集う大

舞台。当日の観客数は 1000 人を数

えました。３年生の佐々木雄賀さん

（18）は「あまりの人の多さに足が震

えました」と振り返ります。それで

も全員の力を合わせ「塵輪」を披露。

練習どおりの舞ができ、客席から大

きな拍手を受けました。

　甲子園で新たな出会いも。民泊し

たのが縁で安芸高田市美土里町の北

振興会と交流が続き、９月には秋祭

りに呼ばれて舞を披露しました。

　笑顔が似合う若き舞手たち。次の

目標は、全国高校総合文化祭への出

場です。

Gotsu High School
Kagura Club

神楽甲子園に出場した若き舞手たち

平成 22 年に同好会として結成。ことし２月に学校の部活動になる。神楽甲子園
に出場したほか、学校行事や高齢者の行事で公演している。
■部員（３年）近原光一▽佐々木雄賀▽加藤誠之▽川本航平 ▽松尾昌羅
　（２年）河野颯人（１年）吉朝優貴▽西谷麻生▽正田裕大▽島田悠生▽別所昌明
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